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★★★

生徒が主体的
に学び，思考力
を育む授業改
善を進める。
（教務）

  「授業が分かる」と回答した生徒は,７年８６%,８年８８%,９年
９０%で，全体，各教科ともに目標値を達成している。特に９
年生は前回よりも７％上がっている。しかし,７年生の数値が
４％下がっており，学習への難しさを感じる生徒が増えてい
ることが分かる。課題のある生徒への支援や課題解決型の
深い学びができる授業過程の工夫が必要である。

　課題解決型の深い学びができる授業
について，各授業グループでの授業研
究に取り組んでいる。引き続き，教職員
で協働して授業改善に努めていく。ま
た，主体的に学びに向かうことができる
ような課題設定も工夫していく。

個別支援プロ
グラムを作成
し，組織的に取
り組む。
（学年）

　通過率３０%未満の割合が７年生では１０％，８年生
では１２％，９年生が７％であった。９年生は受験もあ
ることから，前回よりも３０％未満の生徒が３％減って
いる。しかし，７年生が増えつつあり，学習内容が難し
くなっていることも要因と考えられる。個々に対応した
指導をより丁寧にする必要がある。

　試験週間中の水曜日に数・英の試験
において通過率30％未満の生徒を対象
に放課後補充学習，秋から実施した９年
生の放課後10分学習を継続していく。ま
た，補充学習の内容や時間をより充実し
たものになるよう工夫していく。

家庭学習と授
業との関わりを
強め，自学自
習のできる生
徒の育成
（教務・学年）

　目標時間の達成率は，２学期期末試験の１週間前
からの調査で７年６５%，８年５８%，９年７０%であった。
全体的に家庭学習時間が少ないことが大きな課題で
ある。生徒の実態に合った課題の提示など,学習の仕
方の指導や個別の支援が必要であると考える。

 家庭学習の仕方の指導や一人での学習が
難しい生徒への個別指導を行う。また，『メ
ディアコントロール・学習時間チェック』を来年
度から導入させるタブレットで管理する。保護
者へのメール配信で，引き続き協力を呼びか
ける。

★★

道徳教育の改
善・充実を図り，
自他の命を大切
にする生徒の育
成。　　　　　　（教
務・学年）

　道徳の授業に対して肯定的な回答をした生徒は全
体の８４％で，前回に比べ，２％減少した。グループ
討議が難しい現状があり，話し合うことで自分の考え
を深めたり，広げたりするような時間が不足している
ことが原因として考えられる。

身近な課題で導入を工夫し，自己の生
活に道徳科が生きていると実感できるよ
う授業改善をする。また，自分の考えと
他者の考えを比較し，振り返りながら考
えるような場面を増やす。

★

施設一体型小中
一貫教育の強み
を活かし，運動的
諸活動の充実を
図る。（体育科）家
庭と連携を強化
し，協働で生徒
の成長を支える
環境をつくる。
（学年・生徒指導）

　朝食について肯定的な回答をした生徒は92％で，前回に
比べ2％増加した.１月以降の登校時間の変更や懇談等で保
護者への指導の成果と思われる。
　遅刻については，97％目標達成できた。しかし学年別で
は，遅刻割合が７年生が0.8％，８年が4.2％，９年が4.3％
と，８，９年生の数値が高い。毎日家庭連絡をしているが，遅
刻が習慣化している生徒は固定化している。ゲームやメディ
アの使用等で生活習慣が乱れ，長欠生徒にあてはまる生徒
も多い。睡眠の大切さを理解させ，メディアコントロールがで
きる力をつけていく必要がある。

 引き続き，家庭学習強化週間で起床，就寝，
学習開始，メディア終了時間を把握するとと
もに，気になる生徒については懇談会等で家
庭学習時間調査票やメディアコントール取組
表を保護者に見せ，家庭との連携を図ってい
く。
 特にゲームやメディアの使用で生活習慣の
乱れについては，スクールカウンセラーと連
携を密にし，家庭への指導や助言をしてい
く。

業
務
改
善

貫
業務改善を進
め，元気で明る
い職場を実現す
る

生徒と向き合う時
間を確保する。

時間外勤務の縮
減を図る。

「向き合う時間が確保されている」と回答した教職員
は６８％で，中間報告時点よりも下回っている。

前期では時間外勤務は減っていたが，後期に入り時
間外勤務が増えた。コロナレベルに合わせた対応の
協議等，作業や会議が増えたことが要因と考えられ
る。

スクールサポートスタッフの活用方法を
工夫・改善する。

業務の集中を改善し，内容の精選，分
担の再編成を図る。
退校時間の個人内目標を設定・実践す
る。

前年度よりも記録が伸びた生徒は，５０ｍ走では，男
子９０％，女子７１％，２０ｍシャトルランでは，男子５
５％，女子３２％であった。平均では，男子７２％，女
子５１％となる。男女ともに持久力に課題がある。コロ
ナ禍における運動機会や持続的な運動の減少による
持久力の低下，自分の限界まで粘り強く続けようとす
る精神面の弱さが見られる。

 小中で課題を共有し，継続的な取組が
必要である。運動への興味関心が高ま
るような活動を仕組み，自ら運動機会を
増やしていこうとする生徒を育てる。ま
た，持久走や補強運動を始め，日常生
活においても，粘り強く努力して充実感
や達成感を味わえるよう支援する。

　学校行事の縮小や中止で学級活動が行えなかった
が，前回より「自分には良いところがある。」と答えた
生徒は全体で１％増えた。特に9年生では前回より１
０％高くなった。面接練習や進路学習での個別面談
での生徒への声かけや肯定的評価が十分に行えた
成果だと考えられる。

 各学年の実行委員の活動，学級集団
作りの活動，取組において，生徒が主体
的に発案する場面を増やす。
 進路学習を早い学年で取り入れ，個別
面談の時間を増やして，肯定的評価を
増やしてく。
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貫
生ききる根っこ
を育てる「豊か
な学び」の創
造

貫
生ききる根っこ
を育てる「豊か
な生き方」の
創造

貫
生ききる根っこ
を育てる「しなや
かな体」の育成

生徒の「心の居
場所」がある学校

づくりの推進
（学年・生徒指導）

施設一体型小中
一貫教育の強み
を活かし，運動的
諸活動の充実を
図る。（体育科）
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